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『
法
人
本
部
事
務
局
長
拝
命 

』 

こ
の
度
法
人
本
部
事
務
局
長
を
拝
命
致
し
、
新
た
な
職

責
で
仕
事
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

私
は
芳
香
会
に
入
職
し
て
37
年
、
そ
の
間
法
人
内
の
高

齢
・
障
害
・
児
童
の
事
業
所
で
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
平
成
29
年
４
月
か
ら
は
本
部
で
業
務
を
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
様
々
な
方
々
の
ご
指
導
・
ご
助
言
、
心
の
支
え
と
な

る
家
族
、
毎
日
仕
事
を
共
に
す
る
方
々
の
お
陰
だ
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
芳
香
会
は
、
設
立
か
ら
53
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
時
代
の
変
遷
の
中
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な

が
ら
事
業
を
展
開
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
新

た
な
第
一
歩
と
も
言
う
べ
き
中
期
事

業
計
画
策
定
に
着
手
し
、
課
題
や
方

向
性
、
や
る
べ
き
こ
と
を
明
確
化
し

て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
50
年
、
芳
香
会
が

地
域
の
中
で
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
為
に
も
私
と
し
て
は
、
計
画
を

着
実
に
実
行
し
、
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
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『
１
年
目
の
保
育
士
と
し
て 

』

 

４
月
か
ら
新
任
職
員
保
育
士
と
し
て
勤
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
昔
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
保
育
士
と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

て
本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
社
会
人
と
し
て
も
１
年
目
な

の
で
、
ま
ず
は
社
会
人
で
あ
る
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
毎
日
を
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
士
と
し
て

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ
る
の
で
先
輩
保
育
士
を
よ
く
見
て
学
び
、
聞

い
て
身
に
付
け
、
自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ
と
繋
が
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
は
時
間
を
か
け
て
信
頼
関
係

を
築
き
、
早
く
た
ま
保
育
園
の
１
人
の
保
育
士
と
し
て
独
り
立
ち

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。 

 

大
人
へ
と
育
っ
て
ゆ
く
人
格
形

成
の
重
要
な
時
期
の
子
ど
も
た
ち

と
関
わ
る
こ
と
に
、
大
き
な
誇
り

と
責
任
を
持
っ
て
立
派
な
保
育
士

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
子
ど
も
と
の
関
係
だ
け

で
な
く
、
保
護
者
の
方
や
地
域
の

方
と
の
関
わ
り
も
大
切
に
し
て
、

同
じ
保
育
士
の
先
生
方
と
協
力
し

な
が
ら
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

『
謙
虚
と
誠
実
さ 
』 

 
 

 

今
年
度
か
ら
新
任
保
育
士
と
し
て
た
ま
保
育
園
で
働
か
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
は
、
先
輩
保
育
士
に
丁
寧
に
指
導

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
自
分
で
出
来
る
こ
と
を
増
や
す
こ
と
に

精
一
杯
で
す
が
、
は
や
く
独
り
立
ち
で
き
る
よ
う
日
々
保
育
に

励
ん
で
い
ま
す
。
新
任
保
育
士
と
言
っ
て
も
現
場
に
立
っ
た
際

に
は
プ
ロ
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
チ
ー
ム
に
溶
け
込
め

る
よ
う
に
保
育
の
流
れ
を
把
握
し
、
先
を
見
て
行
動
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
周
り
を
よ
く
見
て
人
手
が
足
り
な

い
と
こ
ろ
に
入
っ
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
そ
の
都
度
聞
い

た
り
と
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
保
育
以
外
で
も
自
ら

の
専
門
知
識
や
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
新
し
い
こ
と
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
、
チ
ー
ム
の
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

中
で
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
共
有

し
合
え
る
よ
う
、
ス
キ
ル
や
知

識
を
継
続
的
に
学
習
し
、
成
長

し
て
い
き
ま
す
。
責
任
感
を
持

ち
、
誠
実
に
仕
事
に
取
り
組
み

続
け
る
こ
と
で
よ
り
良
い
保
育

を
行
え
る
よ
う
に
一
生
懸
命
努

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。  

令
和
６
年
度
新
任
職
員 

 

た
ま
保
育
園 

 
 

保
育
士 

齋
藤 

七
海 

令
和
６
年
度
新
任
職
員 

 

た
ま
保
育
園 

 

 
 

保
育
士 

森 

日
香
琳 

 

法
人
本
部 

 

 
 

事
務
局
長 

西
村 

孝 
 



 

 

 

令和6年4月ミャンマーからの技能実習生4名が芳香会に入職いたしました！ 

①出身地     ④特技 

②好きな食べ物  ⑤日本で行きたい所 

③趣味      ⑥一言ＰＲ 

① ミャンマー ヤメ―ティン県ピョーブウェ郡 

② 麺のバッチ（ミャンマーの料理）、くだものが好き 

  です。 

③ 私の趣味は本を読むことです。そして花を植えるこ 

  とです。 

④ 私の特技は料理をつくることです。色々なミャン 

  マーの料理をします。 

⑤ 富士山と東京タワーに行きたいです。遊びに行くこ 

  とが好きだから色々な場所に行きたいです。 

⑥ 日本語をこれよりも良くできるようにがんばりま 

  す。とりあえず、立ち止まって介護福祉士を受けま 

  す。一生懸命がんばります。これからよろしくお願 

  いします。 

（青嵐荘特別養護老人ホーム） 

① ミャンマー バゴー地域ピョー郡 

② 天ぷらです。 

③ 写真をとることです。色々なところに行ってとりた 

  いです。 

④ 私は色々な服をつくることができます。ミャンマー 

  の料理ができます。 

⑤ 富士山と東京ディズニーランドに行きたいです。 

⑥ 私はエイエイ ピョウンともうします。ピョウンと呼 

  んでください。24歳です。家族は5人です。言葉は分 

  かりませんが頑張ります。日本語をとてもがんばり 

  ます。日本語のレベルは一歩ずつと上がっていきま 

  す。よろしくお願いします。ありがとうございま 

  す。 

（青嵐荘特別養護老人ホーム） 

① ミャンマー マンダレー管区 チェウパタウン市 

② 麺とチキン 

③ 私の趣味は旅行することです いろいろな所へ行き 

  たいです。 

④ 私の特技は水泳です 

⑤ 富士山です 

⑥ 私の名前はエイ カインと申します。エイと呼んで 

  ください。日本で働くなら日本語を勉強します。日 

  本は技術先進国なので、介護に必要な技術について 

  学びたいです。ミャンマーの老人ホームに寄付をし 

  たいです。ミャンマーでは看護コースを受講し、老 

  人ホームで実習を修了しました。血圧を測るのに時 

  間がかかりました。祖父母を助けたいです。介護の 

  事も学びたいです。家族は8人います。私は4番目の 

  子供です。24歳です。一生懸命頑張りますので、よ 

  ろしくお願いします。 

（芳香会病院青嵐荘療育園） 

① ミャンマー マンダレー管区 ピャウブェ市 

② パンとたまご 

③ 私の趣味は料理をつくる事です 

④ 私の得意なことは水泳です 

⑤ 鎌倉の大仏に行きたいです。 

⑥ 私はサン サン マオと申します。モォと呼んでくださ 

  い。今年で19歳です。私は高校を卒業しました。私 

  の家族は6人います。私は末っ子です。私の長所はだ 

  れとでも仲良くなれます。日本に来て、日本人の働 

  き方を知りたいです。それに、家族の支えになりた 

  いです。仕事をしながら、日本語レベルの向上に努 

  めます。私は介護福祉士を受けたいです。どうぞよ 

  ろしくお願いします。これからよろしくお願いし 

  ます。 

（芳香会病院青嵐荘療育園） 

ミャンマーは、東南アジアのインドシナ半島西部に位置する共和制国家。中国、タ

イ、ラオス、インド、バングラデシュと国境を接しています、7つの地方域と7つの

州に分かれており、南北に伸びる長い国土が特徴です。人口は約5,400万人で日本の

約1.8倍の面積があります。 

3 会報誌「せいらんそう」 第57号 2024.06.05発行 



 

 

  

 
 日本での長期在留を目指す為、介護の仕事に就職することを決めた際、介護福祉士

国家試験に合格する事を目指しました。お母さんはいつも「夢への道が楽になります

ように」と神に祈ってくれて、日本へ行く私を励ましてくれました。家族からのサ

ポートが私の強みです。 

 日本に来てからの4年間はあっという間でした。仕事をしながら学ぶ事は大変です

が、学べば学ぶほど、ご利用者にどのようなケアをしなければならないかが分かって

きました。特に自立支援介護と、ご利用者にとって過ごしやすい環境を整える事に関

して、興味をひかれ、それらを実施する事が楽しくなっていきました。 

 今年、介護福祉士国家試験を受けました。芳香会では技能実習生であっても、日本語の勉強・介護福祉士対策

のサポートがあり、勉強する時間を作って頂きました。しかし、特養では試験の一か月前から新型コロナのクラ

スターが発生しました。感染対策の為、変則勤務となる事もあり、試験の準備がきちんとできるか、合格できる

か心配になっていましたが、みなさんのおかげで無事に試験に参加し、合格することができました。芳香会で働

くことに感謝しています。良い会社・良い仲間です。 

 この施設ではたくさんのことを学び、経験も積みました。ケアはただ行うだけではなく、ご利用者との信頼関

係を築きながら心を込めてケアすることが大切です。日々コミュニケーション技

術を磨いていて、ご利用者が快適に過ごせるよう、不快な気持ちにならないよう

配慮して関わることも大事だと思っています。また、ご利用者に満足して頂くた

めには、私一人では達成出来ません。介護員の仲間だけでなく他職種の職員、施

設全体で協力し、質の高い介護を行う必要があると考えています。みんなと協力

しながら、学んだ技術と知識で、ご利用者やご家族が「この施設に入ってよかっ

た」と感じてもらえるよう、最高の介護の提供をしていきたいと思っています。 

                  （青嵐荘特別養護老人ホーム ミフタ） 

  

 
 はじめまして、マリアと申します。EPA看護師候補生としてフィリピンから来日しまし

た。令和3年9月に療育園に入職し、令和4年度の看護師国家試験に無事合格することがで

きました。 

 国家試験を受験する前に、まずおこなったことは、日本語能力試験（N2）を受けること

です。日本語を勉強すると難しいと思いましたが、同時に興味深さも感じました。興味

を持つと不思議と勉強がはかどるものです。 

 日本語能力試験が無事合格となり、看護師の国家試験の勉強を始めました。勉強を始

めてみると、色々な難しいことを見つけました。それは医療用語です。医療用語は一般

用語に比べると大分違うので勉強をするにあたって多少の苦労がありました。しかし、

療育園の職員が教えてくれたり、フォローしてくれたりしました。そのため、安心して

勉強ができ合格することができました。    （芳香会病院青嵐荘療育園 マリア）  
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第2弾 

 2023年3月23日にインドネシアへ帰国し、5月25日に出産しました。母国での出産を選択した理由は、産後

の体力が回復するまで実母や義母に家事や育児を協力してもらうことで安心出来るからです。初めての出

産・育児ということで不安もありましたが、夫が色々と手伝ってくれたので、毎日の生活は幸せでした。ま

た、色々な人の力添えのおかげで、子供との大切な時間を過ごす事が出来ました。 

 2024年3月16日に子供や夫と離れて日本に再入国しましたが、毎日電話をしてい

るため、寂しい気持ちは落ち着いてきています。3月20日から職場復帰し、業務内

容やご利用者の状況などが変わっていて不安もありましたが、職場の皆様のサポー

ト等のおかげで、一週間ぐらいで徐々に慣れてきました。とても恵まれた環境に身

を置けている事を改めて実感しました。これからも利用者がより良い生活を送るこ

とができるよう頑張っていきたいと思います。  （青嵐荘療護園 ノリス） 
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（青嵐荘養護老人ホーム） 

 看護師国家試験を無事に合格

し、准看護師から看護師になりまし

た。日々の業務は変わりませんが、

心新たに、得た知識・技術等を活用

し、利用者に寄り添った、利用者に

安心感を与えることができる看護を

していきたいと思います。そして、

この超高齢社会を支える地域医療福

祉の一員として、自己研鑽に努め

ていきたいと思います。  

 特養で介護職の業務に就く中、看

護の道を志しこの度看護師国家試験

に合格することができました。看護

師としての知識や手技を先輩方から

学び、利用者の体調管理や急変時の

対応等、多職種と連携しながら生活

支援看護を身につけていきたいと考

えています。介護職の経験も活か

し、利用者の元気と笑顔を導き出せ

る看護師を目指します。 

 

私は蕗のとう舎へ入社するまで
は別業種で働いていました。日々の
利用者との関わりの中で、専門的な
知識や技術の習得の必要性を感じ、
介護福祉士の資格取得を目指しまし
た。仕事をしながらの勉強は大変で
したが、念願叶い合格できました。
今後は資格取得によって得られた知
識や技術を活かし、利用者に寄り
添った支援が出来るよう努力してい
きたいと思います。 

  

  茨城県地域生活定着支援セン

ターは罪を犯した高齢者や障害者の

方を支援しています。そのため、保

護観察所や行政、福祉の事業所等と

幅広くかかわっていく必要がありま

す。資格を取得した後は、より業務

がスムーズにいくようなネットワー

クを構築し、対象者が地域で安定し

た生活が送れるよう努めていきたい

と考えています。 

（芳香会病院青嵐荘療育園） 

 私は生活支援員として入職し、

業務する中で利用者の気持ちを今よ

りも理解したいと考え社会福祉士を

取得しました。その中で、相談援助

について学ぶ中で現場での様々な事

が結びつき、それが活かされている

と実感しました。今後、利用者の生

活を支援していく中で、利用者の気

持ちに寄り添う事ができるように

日々努めます。 

（古河市在宅介護支援センター青嵐荘） 

福祉に関わる膨大な知識習得の必要

性に圧倒されながらも、ひたすら知識を

積み上げる日々を経て、目標であった社

会福祉士の資格を取得する事が出来まし

た。相談業務に携わりながら相談者が抱

える悩みを一緒に悩み一緒に考える事、

勉強に取り組み自分自身と向き合った時

間は、私自身を成長させ今後の仕事の

ベースとなり、大きな自信に繋げてくれ

るものとなりました。今後も立ち止まら

ず新たな目標に向け努力し続けていきた

いと思います。 

（青嵐荘特別養護老人ホーム） 

  今回第一種衛生管理者の資格を取

得することができました。働く環境

での労働災害や健康障害を防止する

ことの必要性を学ぶことができまし

た。今後は、衛生管理者の役割とし

ての職員が健康で安全に働くことが

できる職場環境づくりを目指して、

日々ご利用者を支援する職員のサ

ポートができるよう努めてまいりた

いと思います。    

（青嵐荘特別養護老人ホーム） 

（茨城県地域生活定着支援センター） 

（青嵐荘蕗のとう舎） 

（青嵐荘特別養護老人ホーム） 

昨年私は、第一種衛生管理者の資格

を取得することが出来ました。資格

取得を目指した理由は、「こんな資

格 あ る よ。一 緒 に 頑 張 っ て み な

い？」と言われた一言でした。合格

するまでの道のりは辛いこともあり

ましたが、職場や家族の協力もあっ

て成し遂げられたのだと思います。

今後も、機会があれば資格取得に

チャレンジしていきたいです。 

。 
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『
30
年
の
振
り
返
り
・
こ
れ
か
ら
の
あ
ゆ
み
』 

 
 

 

青
嵐
荘
つ
く
し
園
は
、
平
成
６
年
に
創
立
さ
れ
、
身
体
的
に
障
害
を
持
つ

方
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
。
設
立
当
初
の
目
的
は
、
介
護
を
受
け
つ
つ
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
家
庭

的
な
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
ご
利
用
者
、
ご
家
族
、
つ
く

し
園
の
職
員
が
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
、
障
害
を
持
つ
方
々
が
趣
味
や
特
技
を
生

か
し
て
活
動
的
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
開
設
当
初
か
ら

大
切
に
し
て
き
た
こ
と
は
、
笑
顔
と
感
謝
、
そ
し
て
努
力
で
す
。 

 

平
成
17
年
に
は
、
ご
利
用
者
か
ら
の
要
望
に
応
え
て
太
鼓
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
講
師
を
招
い
て
練
習
を
重
ね
、
太
鼓
チ
ー
ム
『
和
音(

か
ず
ね)

』
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
は
ご
利
用
者
主
体
を
も
っ
と
も
大
切
に
し
、
曲
目

の
選
定
か
ら
練
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ま
で
、
チ
ー
ム
の
意
見
を
重
視
し
な
が
ら
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
は
じ
め
て
太
鼓
に
触
る
メ
ン
バ
ー
が
ほ
と
ん
ど
で
、
基
礎

打
ち
か
ら
開
始
し
、
少
し
ず
つ
実
力
を
上
げ
、
一
歩
一
歩
前
進
し
、
地
域
で
の

発
表
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
地
域
で
の
発

表
を
一
時
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
練
習
を
続
け
、
昨
年
12
月
に
は
約

４
年
ぶ
り
に
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
久
し
ぶ
り
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
メ
ン
バ
ー
皆
、

大
変
緊
張
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
地
域
で
の
発
表
が
再
開
で
き
た
こ
と
の
喜
び
と
、
今
後
の
活
動
発
展
の
期
待
感
を
感

じ
ら
れ
る
充
実
し
た
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
つ
く
し
園
の
ご
利
用
者
は
、
自
身
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を
活
か
し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
作
品
づ
く
り
で
す
。
折
り
紙
や
ち
ぎ
り
絵
、
ス
テ
ン
シ
ル
、
型
抜
き
、
三
つ
編
み
な
ど
の
手
芸
活
動
を
通
じ
て
作

品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
、
か
け
が
え
の
な
い
感
動
を
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
日
々
の
リ
ハ
ビ
リ
や
生
活

へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

青
嵐
荘
つ
く
し
園
が
30
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
ご
利
用
者
、
ご
家
族
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
青
嵐
荘
つ
く

し
園
に
関
わ
る
全
て
の
人
々
の
理
解
と
支
援
の
お
か
げ
で
す
。
30
年
と
い
う
長
い
歴
史
の
中
で
、
笑
い
も
あ
り
、
涙
も

あ
り
、
災
害
な
ど
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
力
を
合
わ
せ
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
最
も
大
切
に
し
て
き
た
こ
と

は
、
ご
利
用
者
中
心
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
つ
く
し
園
に
関
わ
る
人
々
の
幸
せ
な
経
験
の
一
部
と
な
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
、
30
周
年
の
節
目
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
未
来
に
向
か
っ
て
発
展
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
青
嵐
荘
つ
く
し
園
を
暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
青
嵐
荘
つ
く
し
園 

坂
本
） 

～
青
嵐
荘
つ
く
し
園 

30
周
年
を
迎
え
て
～ 

太鼓活動の様子 ご利用者の作品 
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 介護保険支援センター青嵐荘（総和）は、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい生活を最期まで続けられ

るよう心身の状況に応じた介護サービスを調整したり、地域包括ケアシステムの構築に向け、地域や各関係

機関等との連携を図っています。また、当センターは古河市在宅介護支援センターも併設しています。4月

24日には在宅介護支援センターと協同し、古河市つつみ公民館に

おいて介護支援講座を開催しました。『食べて元気にフレイル予

防！』をテーマに青嵐荘養護老人ホームの白石管理栄養士より講

話があり35名の方が参加されました。 

 親を介護している方、介護に興味のある方が多く参加され、

「食の大切さを知ることができた」「学んだことを実際に生かし

たい」との感想を頂くことができました。今後も地域の方々との

繋がりを継続しながら有意義な情報等を発信し、『地域の相談窓

口』として地域から信頼される事業所であるよう努力していきた

いと思います。 (永滝) 

 令和6年4月18日（木）にご挨拶会を開催しました。ご挨拶会とは、昨年度途中と今年度4月入職した職員

を対象に、入所しているご利用者の皆様にご挨拶（紹介）をする会で、生活支援員が企画します。 

 今回は、看護師2名、事務員1名、技能実習生（インドネシア2

名・ミャンマー2名）計7名が趣味や特技、好きな食べ物などについ

てご利用者の皆様に紹介し、その後、紹介を聞いたご利用者や職員

からの質問に答えました。入職したばかりの技能実習生（ミャン

マー2名）もおりましたが、事前に作成した自己紹介カードを見な

がらしっかりお話し質問にも答えることができました。参加したご

利用者の皆様も笑顔で迎えてくれ、和気あいあいとしたなかで終え

ることが出来ました。 

 福祉業界は、年々入職する職員が減っており職員の確保が難しい

状況にあります。しかし、そのような状況の中でも、内容を工夫し

ご利用者の皆様に季節を感じて頂けるような行事を今後も企画して

いきたいと思います。 (齋藤) 

 ひばり保育園では、2歳児を中心に毎年ケア・アシスタンスのご利用者と交流を行っています。隣の建

物なので、日頃から窓越しにご利用者に手を振ったり、散歩に出かけたときにお会いして挨拶をしたりと

交流を深めています。また、年に数回は施設の玄関ホールに入れていただき、園児が作った壁面飾りやプ

レゼント等を渡したり、ご利用者からプレゼントをいただく場を

設けさせていただいています。 

 今年度は、5月5日の『こどもの日』の前にお伺いさせていただ

き、子どもたちが作ったこいのぼりの壁面飾りをプレゼントしま

した。初めて施設内に入った子もいるので少し緊張している様子

も見られましたが、壁面飾りを渡し園に戻ると「喜んでくれた

ね！」と嬉しそうに話す姿がありました。 

 今後も日々の交流を大切に、世代間交流を楽しんでいきたいと

思います。(川田) 



 

 

編  

集  

後  

記 

今
年
の
桜
の
開
花
期
間
は
長

か
っ
た
で
す
ね
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
外
国
人
観
光
客
も
多
か
っ

た
と
い
う
報
道
も
目
に
し
ま
し

た
。
こ
ん
な
に
多
く
の
人
の
心

を
癒
す
花
は
他
に
は
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
は
花

見
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
来
年
の
開
花
も
楽
し
み
に

し
つ
つ
、
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も

考
え
て
い
き
た
い
で
す
。(

光
） 

頂
い
た
寄
せ
植
え
に
ア
ジ
サ
イ

が
あ
っ
た
の
で
職
場
で
鉢
を
替

え
て
育
て
て
い
た
と
こ
ろ
、
一

度
は
枯
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た

が
今
年
は
花
が
咲
き
ま
し
た
。

植
物
の
生
命
力
に
驚
か
さ
れ
る

と
と
も
に
綺
麗
な
葉
や
花
に
癒

さ
れ
て
い
ま
す
。(

礼) 

最
近
は
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
の

代
わ
り
に
コ
コ
ア
を
よ
く
飲
ん

で
い
ま
す
。
コ
コ
ア
の
原
料
で

あ
る
カ
カ
オ
豆
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
健
康
成
分
が
含
ま
れ
て
お

り
、
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
の
予

防
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暑
く
な

る
の
で
ア
イ
ス
コ
コ
ア
が
い
い

で
す
ね
。
（
剛
） 

６
月
に
入
り
、
梅
雨
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
す
っ
き
り
し
な

い
天
気
に
気
分
も
下
が
り
が
ち

で
す
が
、
雨
の
音
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に

読
書
を
楽
し
み
た
い
で
す
♪

（
麻
） 

※写真等の個人情報は、ご本人の同意を得て、掲載させていただいております。 
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２
０
２
４
年 

 

６
月 

 

６
日 

 

広
報
・
研
修
委
員
会
主
催 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
６
年
度
第
１
回
救
命
救
急
講
習
会 

 

６
月 

 

８
日 

 

定
時
評
議
員
会 

 

 

６
月 

 

20
日 

  

令
和
６
年
度
第
１
回
給
与
担
当
事
務
員
学
習
会 

 

７
月 

 

下
旬 

 

令
和
６
年
度
第
２
回
給
与
担
当
事
務
員
学
習
会 

 
 

 
 

 
 

 

 

８
月 

 

下
旬 

 

令
和
６
年
度
第
３
回
給
与
担
当
事
務
員
学
習
会 

 

９
月 

 

中
旬 

 

個
人
情
報
保
護
推
進
委
員
会
主
催
法
人
内
研
修
会 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

社会福祉法人 芳香会 
発行責任者/法人事務局 編集/会報誌作成委員会 

〒３０６－０２０１ 茨城県古河市上大野６９８ 

ＴＥＬ ０２８０－９７－１０２７（代）   

ＦＡＸ ０２８０－９７－１１１２ 

 

宇
留
野
理
事
長
か

ら
の
紹
介
を
き
っ
か

け
と
し
て
始
ま
っ
た

茨
城
県
立
古
河
第
三

高
等
学
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
定
期
演
奏
会

で
す
が
、
早
い
も
の

で
、
今
年
で
８
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
高
校
と
の
交
流
や
繋
が
り
の
促
進
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
３
月
に
生
徒
達
を
施
設
に
お
招
き
し
生

演
奏
を
披
露
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
数

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
演
奏
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

演
奏
曲
は
４
曲
で
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
や
森
山

直
太
朗
の
「
さ
く
ら
」
等
、
普
段
慣
れ
親
し
ん
で
い
る

も
の
ば
か
り
で
、
生
徒
達
の
奏
で
る
美
し
く
心
地
よ
い

音
色
に
会
場
全
体
が
魅
了
さ
れ
、
ご
利
用
者
は
楽
し
そ

う
な
表
情
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
演
奏
会

の
為
に
、
ご
利
用
者
と
一
緒
に
マ
ラ
カ
ス
を
作
成
し
ま

し
た
。
当
日
は
ご
利
用

者
が
音
に
合
わ
せ
て
一

生
懸
命
に
身
体
を
動
か

し
、
マ
ラ
カ
ス
を
鳴
ら

す
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
次
回
の
演
奏

会
こ
そ
は
対
面
で
の
開

催
が
再
開
さ
れ
る
こ
と

を
切
に
望
ん
で
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
青
嵐
荘
療
護
園 

 

                  

田
熊
） 

 

茨
城
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
「
福
祉
の
イ
メ
ー
ジ
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
発
信
し
て
い
こ
う
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
「
ふ
く

し
き
ら
り
人
。
」
を
任
命
し
て
い
ま
す
。
以
前
任
命
さ
れ
た
青
嵐

荘
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
員
中
川
章
太
郎
さ
ん
と
青
嵐
荘

療
護
園
の
生
活
支
援
員
ヌ
ニ
ン 

プ
ス
ピ
ト 

ニ
ン
グ
シ
さ
ん
が
任
期

満
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
継
続
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
中
川
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
載
っ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は

Q

R
コ
ー
ド
よ
り
読
み
込
め
ま
す
。 

『
瑞
宝
双
光
章
』
を
受
章
い
た
し
ま
し
た
。 

『
ふ
く
し
き
ら
り
人
。
』
と
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

活
動
し
て
い
ま
す
！ 

 
令
和
６
年
４
月
29
日
付
け
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
内
閣
府
の
『
春

の
叙
勲
』
に
て
、
青
嵐
荘
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

宇
留
野
功
一

ホ
ー
ム
長
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
い
た
し
ま
し
た
。 

 

※
『
瑞
宝
章
』
の
授
与
対
象

公
務
等
に
長
年
に

わ
た
り
従
事
し
、
成
績
を
挙
げ
た
者 

  




